
「新しい総合計画（素案）に関する説明会」結果 

市町村名 名張市 開催場所 比奈知公民館 

開 催 日 ９月２４日（水） １９：３０～２１：１５ 

参加者数 約１６名 
開催時間 

（１時間４５分） 

説 明 者 

名張市長、企画財政部長、 

秘書室長、企画財政政策室長 

総合企画室長 他 

【備考】 

１．開会（司会）【19：30】 
 
２．あいさつ 
・ 地区代表区長幹事 
 
・ 市長【19：32 ～ 19：43】 
 
３．出席者紹介（司会） 
 
４．事項 
・ 総合計画素案の概要説明（家里部長）【19：43 ～ 20：12】 
 
・ 質疑【20：12 ～ 21：15】 
 
Ｑ（参加者）比奈知地区は、土地利用マスタープランではどう位置づけられているのか？ 
 
Ａ（総合企画室長）単色刷りなので、判り難くて申し訳ありません。5頁の将来都市構造図
では、ひなち湖周辺は「水とみどりの交流ゾーン」として、レクリエーション・交流

機能を担う地域としています。また、6 頁の土地利用構造図では、富貴ヶ丘は「市街
地ゾーン」、その他は「緑の共生ゾーン」となっています。後日、カラーの資料をお渡

しするようにします。 
 
Ｑ（参加者）大変、立派で見事な文章であるが、本当に実施できるのか？完成の度合を 100%
と思っているのか？平成 27年度には、おおよそ完成すると思って良いのか？ 
例えば、「地域別まちづくりの方向」では、「富貴ヶ丘の住民が主体となって、緑化

…」という表現があるが、道路幅員が狭く、緑化の場所もないのでどうしようもない。

どこかの家を潰して、公園にでもするというのか？予算やスペースの面で、絵に描い

た餅に終わるのではないか、具体的な進め方や方策を示して欲しい。 
 
Ａ（市長）これまでのように総花的な計画ではなく、現実に即した計画とし、年次計画を立

てて実行してまいります。もちろん、あれもこれもという訳ではなく、あれかこれか

の選択ということになります。 
 



Ａ（総合企画室長）本日、お配りをした「地域別まちづくりの方向」につきましては、あく

まで参考であり、今後、地域づくり委員会等で議論の上、行政計画に反映していくも

のです。これからは、どうしても造らなければならないものを除いて、あるものを精

一杯活かしていくという状況です。 
例えば、約束ごとによって、民有地を緑化するという方法を想定したものです。道

路補修の際にグレードアップ（カラー舗装等）をする計画を策定しておく等、管理の

ための計画を持っておくことで、住み続けたいと思う個性とか特性のあるまちづくり

をしていただきたいと思います。 
 
Ｑ（参加者）話の趣旨は理解できるが、先日、交通安全室長（危機管理室長？）にも言った

とおり、赤坂線は幅員が狭くて危険である。トステム前の道路も地権者が多く整備が

難しいと聞いているが、幅員が狭く事故が多いので危険である。当面は、悪い箇所を

早く治すべきだ。 
このように小さな問題が遅れているので、夢のような計画ではピント外れで、現実

と矛盾している。 
 
Ａ（市長）県道の整備については、取り組みを続けてようやく、赤坂からの部分は地権者の

合意ができて着手することになりました。地権者との合意のできた部分については、

歩道をつけておりますが、それ以外は進んでいません。危険箇所の整備については、

県にも強く要請します。通学路についても変更して、中央公園を通ってもらうように

なり、そこの歩道が茂っていたので、NPOに整備をしてもらいました。地権者の協力
が得られるのであれば、危険箇所の整備は最優先でしていきます。 

 
Ｑ（参加者）「オンリーワンのまち」について、名張には個性が必要である。大宇陀町は「か

ぎろひのまち」でイベントを開催しているし、上野市は「芭蕉のまち」で整備をして

いる。名張で１本通るのは何か？観阿弥といっても、よくわからない。名張には個性

が全然ない。名張は「住民に優しいまち」であるべきではないか？歩きやすい道であ

るべきはないか？松田酒店の前の道は歩道がなくて危険、駅前のてらしん・大道のあ

たりの歩道も傾斜が急で危険である。栄町通りの歩道も歩きにくい道である。車の出

入りばかりに配慮せずに、歩行者の視点も大事ではないか？ 
また、税金も、手数料も高いまちではなく、審議会委員の報酬を削る等、削ること

のできる経費を削って、一般住民が住みやすい環境とするべきである。 
 
Ａ（市長）能楽が世界遺産（無形文化財）に登録されたので、観阿弥創座の地として PRし
て、まちづくりに活かしていきたいと思う。 
江戸川乱歩についても生誕地として、むすびの地である豊島区との文化交流を締結

して情報発信をしていきたいと思う。 
車で 10分も行けば、山歩きのできる恵まれた自然についても、まちづくりに活かし
たと思います。 
住民のやさしい思いやりのあるまちづくりというのは、まさに福祉の理想郷の考え

方と同じです。これからは、歩行者優先の道路であるべきと考えます、今、造ってい

る道路には、3.5mの歩道が付いています。既存の道路について、車道と歩道をどう区



分するかは難しいところで、一朝一夕にいきません。これからの課題で、フタをする

ぐらいしかできないのが現実です。既成市街地についても、名張川から内側へは、市

車の乗り入れを制限するといった話も出たりしています、もちろん調整が必要になっ

てきますが… 
市の無駄使いについては、総合的に検討していきたいと思います。市民の皆様から

も意見をいただきたいと思います。経常収支比率が 96%で、13市中 12位です。職員
の給与・補助金までも削らせてもらっています。公債費比率は 19%で、13市中 13位
です。何とかこの状況を切り抜けて、次なる展開に備えたいと考えています。 

 
Ｑ（参加者）東山＝自然とされているが、自然公園なのか、山なのかわからない、中途半端

である。老木が多く、台風のときは危険である。切っても、そのまま置いてあること

もある。東山の歩道を将来どうするつもりか、市長に聞きたい。 
字「大上」にある私の農地のすぐ傍に、石碑が２つ置いてある。区長を通じて、市

に連絡したところ、8月 20日までに引き取りに来るように掲示したままで、今もその
ままである。 

 
Ｑ（区長）石碑の件で、市から連絡があり、8月 20日を過ぎたが持って行く先がないので、
無縁仏として引き取ってくれるお寺がないかと報告があった。区でも相談するつもり

です。行政としても、無縁仏として引き取ってくれるお寺がないか、あたってもらえ

ないか？ 
地区内に、小さな残地が多くある。市の財産なので、勝手に触ることができない。

地域としては、使えるのならば、円明寺の跡地と同じように、桜の木を植えるとか考

えたい。また、アピタの前の池の上も公園区域に入っていると思うが、橋が何のため

にあるのかわからない。公園として利用するためにあると思うが… 
 
Ａ（総合企画室長）前期計画 6 年間のなかでは、東山を何億円もかけて整備することは困
難ですが、あのままで良いとは思っていません。トイレを設置するとか、舗装をする

とか、あるものを活かすという方向で、暫定的な整備を行うについては、区長とも相

談して、考えたいと思います。 
 
A（市長）東山の地道については、舗装の計画はありません。風倒木については、地域づく
り委員会等と相談して、管理的な面を模索したいと思います。 
残地については、ポケットパーク的なものが出来ればと思いますが、個別具体的

に見たうえで、検討したいと思います。 
 

Ｑ（参加者）住宅・土地統計調査の結果は、いつ頃わかるのか？総合計画にどう盛り込まれ

るのか？ 
富貴ヶ丘 2区では、300世帯中 90数名が 75歳以上の老人です。子どもが市外で勤
務していて同居家族のいない世帯も多く、地区の高齢化が激しい状況です。また、小

学生は 17名しかいません。名張に暮らす人は、名張に勤めるのがいいと思いますが、
企業誘致はどうなっているのか？どれだけ PRしているのか？ 

 



Ａ（総合企画室長）住宅・土地統計調査の結果が国から届くのは、6ヶ月後になります。ど
う反映するかは具体的にありませんが、活用できるならば考えたいと思います。 

 
A（市長）高齢化は新興住宅地の宿命であり、大阪の千里も同じことが言えます。歯止めを
かけたいと思います。 
働く場所として、名阪道路沿いと比較すると生産工場の誘致は困難ですが、賃貸

など工夫はしています。 
大阪へ通勤する方が 1 万人から 8 千人に減少し、名張に住んで上野市や伊賀町に
通勤する方が 6,300人に増えています。名張の暮らしやすさを強調していきたいと思
います。 
また、保健・医療・福祉・教育・情報通信といった産業が伸びれば、雇用の拡大

にもつながると考えています。 
名張にも元気な企業が出てきました。工場の拡張によって、200人+100人の雇用
が創出されています。法人税も上がりつつあります。 

 
Ｑ（参加者）この総合計画の趣旨は、費用をかけずに、みんなで福祉のまちを創ろうという

ことか？私は退職して、市民税を払う必要がなくなりました。私のように退職する人

が増えると、市の財政は苦しくなると思う。私は退職により時間ができて、ボランテ

ィアやまちづくりに興味がわいてきた。車で送迎するとか、何かできることはないか

と考えている。市は財政的に赤字なのか、黒字なのか？窮状を PR すれば、私のよう
にボランティアしようという人もいるのではないか？ 

 
Ａ（市長）市の財政については、単年度だけみると赤字です。これまでも中期財政見通しを

はじめとして、十分に情報開示を行ってきました。税収も、99億円から 93億円に減
少しています。何とか改革によって、次なる発展に向けて、協働のまちづくりをした

いと考えています。名張の地域資源である豊富な人材を活かした新しい展開を考えて

まいります。 
 
５．閉会 
パブリックコメントで、ご意見をお寄せいただきまようによろしくお願いします。（司会） 
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